
　強羅花壇では、宿泊約款第１０条に基づき、当館の品位を保ち、また、お客様が当館に滞在中に快適かつ安全にお過ごしいただきことを目的とした利用規則を下記の通り定めておりますので、皆様のご協力をお願い申し上げます。　万一この規則に対してご協力いただけなかった場合は、宿泊約款第７条第１項第１１号により、客室及び当館内の他の諸設備のご利用をお断り申し上げることがあります。また、お客様のご協力が得られなかった結果生じた事故については、当館では責任を負いかねますので、その旨ご了承くださいますようお願い申し上げます。
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ベッドの中など、火災が発生しやすい場所での喫煙はなさらないでください。客室内では火災の原因となるような行為はなさらないでください。また、暖房用、炊事用などの熱を発する器具及びアイロン等をご利用なさらないでください。下記の物品は、他のお客様の迷惑になりますのでお持ち込みはお断りさせていただきます。ただし、（イ）については、ドッグフレンドリールームを使用する場合等、お客様が当館の定めた利用ルールに従うことに同意し、かつ当館が許可した場合は除きます。（イ）犬、猫、鳥その他の動物（盲導犬、介助犬等の身体障害者補助犬を除く）（ロ）火薬、揮発油その他発火、引火性のもの（ハ）異臭を発するもの（二）常識的な大きさ、量をこえる物品（ホ）鉄砲、刃剣、覚醒剤等法令により所持を禁じられているもの（ヘ）その他、他のお客様または当館の従業員等の安全性を脅かす物件と認められるもの当館の許可なく、客室を宿泊及び飲食以外の目的にご利用なさらないでください。ご滞在中、お出かけの際はご自身で施錠をご確認ください。ご訪問客とのご面会は、当館指定の場所でのみとさせていただきます。午後９時以後のご面会はご遠慮願います。お忘れ物、遺失物の処理は法令にもとづいてお取扱いさせていただきます。未成年者のみのご宿泊は保護者の許可がない限りお断りさせていただきます。ご滞在中の現金、貴重品の保管にはお部屋に備え付けの金庫をご利用いただくかフロントにお預けください。万一の紛失、盗難事故等が発生した場合、当館では一切の責任を負いかねます。廊下やロビー等に所持品を放置なさらないでください。館内で賭博または風紀を乱すような行為をなさらないでください。館内で他のお客様にご迷惑を及ぼすような高声、放歌、または喧騒な行為はなさらないでください。睡眠薬その他薬物等の使用により、他のお客様あるいは当館に迷惑をかける行為はおやめください。他のお客様に不快感をあたえたり、迷惑をおかけするような疾病をお持ちの方の当館のご利用はお断りさせていただくことがございます。館内のサロン、ラウンジ、フィットネス施設などをご署名によってご利用なさる場合は必ず客室の鍵をご提示ください。客室やロビーを事務所や営業所がわりとしてご利用することはお断りさせていただきます。館内では、当館の許可なく、広告物の配布、掲示または物品の販売等はなさらないでください。館内や当館の敷地内で許可なく営業上の目的で写真やビデオ撮影等をなさらないでください。客室内よりお電話をご利用の際は施設利用料が加算されますのでご了承ください。賭博その他風紀を乱し、他人に迷惑をかけるような行為をなさらないでください。
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館内の諸設備及び諸物品のお取り扱いにつきましては下記をお守りください。（イ）本来の目的以外の用途にご使用なさらないでください。（ロ）当館の外へ持ち出さないでください。（ハ）他の場所に移動したり加工したりしないでください。館内外の諸設備、備品の汚損、破損、紛失については、実費を申し受けます。館内の営業施設以外の場所に許可なく立ち入ったり、立入りを強要なさらないでください。ご滞在中、フロント会計から勘定書の提示がございましたら、その都度、お支払いください。館内に当館の許可なく飲食物をお持ち込みになったり、外部から出前等をおとりにならないでください。当館が許可する場合を除き、当館敷地内におけるドローンの飛行およびドローンを使用した撮影はなさらないでください。
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【本約款の適用】

【宿泊契約の申込み】

第１条�.

�.

第2条�.

�.

当館が宿泊者との間で締結する宿泊契約およびこれに関連する契約は、この約款の定めるところによるものとし、この約款に定められていない事項については、日本の法令又は一般に確立された慣習によるものとします。当館が、この約款の趣旨、法令及び慣習に反しない範囲で特約に応じたときは、前項の規定にかかわらず、その特約が優先するものとします。

当館に宿泊契約の申込みをしようとする者は、次の事項を当館に申し出ていただきます。⑴　宿泊者の氏名⑵　宿泊日及び到着予定時刻⑶　宿泊料金（原則として別表１の基本宿泊料金による。）⑷　その他当館が必要と認める事項宿泊者が、宿泊中に前項第２号の宿泊日を超えて宿泊の継続を申し入れた場合、 当館は、その申し出がなされた時点で新たな宿泊契約の申込みがあったものとして処理します。
【宿泊契約の成立等】

第3条�.
�.

�.

�.

宿泊契約は、当館が前条の申込みを承諾したときに成立するものとします。ただし、当館が承諾をしなかったことを証明したときは、この限りではありません。前項の規定により宿泊契約が成立したときは、宿泊期間（３日を超えるときは３日間）の宿泊料金を限度として当館が定める申込金を、当館が指定する日までに、お支払いいただきます。申込金は、まず、宿泊者が最終的に支払うべき宿泊料金等に充当し、第６条及び第１８条の規定を適用する事態が生じたときは、違約金に次いで賠償金の順序で充当し、残額があれば、第１２条の規定による料金の支払いの際に返還します。第２項の申込金を同項の規定により当館が指定した日までにお支払いいただけない場合は、宿泊契約はその効力を失うものとします。ただし、申込金の支払期日を指定するに当たり、当館がその旨を宿泊者に告知した場合に限ります。
【申込金の支払いを要しないこととする特約】 

第4条�.
�.

前条第２項の規定にかかわらず、当館は、契約の成立後同項の申込金の支払いを要しないこととする特約に応じることがあります。宿泊契約の申込みを承諾するに当たり、当館が前条第２項の申込金の支払いを求めなかった場合及び当該申込金の支払期日を指定しなかった場合は、前項の特約に応じたものとして取り扱います。
【宿泊契約締結の拒絶】

第5条 当館は、次に掲げる場合において、宿泊契約の締結に応じないことがあります。⑴　宿泊の申込みが、この約款によらないとき。⑵　満室（員）により客室に余裕がないとき。⑶　宿泊しようとする者が宿泊に関し、法令の規定、公の秩序若しくは善良の風俗に反す      る行為をするおそれがあると認められるとき。
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⑷　宿泊しようとする者が、次のイからハに該当すると認められるとき。 　イ）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第        ２号に規定する暴力団（以下「暴力団」という。）、同条第２条第６号に規定する暴力団　　 員（以下「暴力団員」という。）、暴力団準構成員又は暴力団関係者その他の反社会的　　 勢力　ロ)暴力団又は暴力団員が事業活動を支配する法人その他の団体であるとき　ハ)法人でその役員のうちに暴力団員に該当する者があるもの⑸　宿泊しようとする者が、他の宿泊者に著しい迷惑を及ぼす言動をするなど平穏な秩序　　を乱すおそれがあると当館が判断したとき。⑹　宿泊しようとする者が、伝染病者であると明らかに認められるとき。⑺　宿泊に関し暴力的要求行為が行われ、又は合理的な範囲を超える負担を求められた　　とき。⑻　天災、施設の故障その他やむを得ない理由により宿泊させることができないとき。⑼　旅館業法施行条例（昭和32年神奈川県条例第64号）第四条各号に該当するとき。 
【宿泊者の契約解除権】

第６条�.�.

�.

�.

宿泊者は、当館に申し出て、宿泊契約を解除することができます。 当館は、宿泊者が宿泊契約の全部又は一部を解除した場合（第３条第２項の規定により当館が申込金の支払期日を指定してその支払いを求めた場合であって、その支払いより前に宿泊者が宿泊契約を解除したときを除きます。）は、別表第２に掲げるところにより、違約金を申し受けます。ただし、当館が第４条第１項の特約に応じた場合にあっては、その特約に応じるに当たって、宿泊者が宿泊契約を解除したときの違約金支払義務について、当館が宿泊者に告知したときに限ります。当館は、宿泊者が連絡をしないで宿泊日当日の午後８時（あらかじめ到着予定時刻を明示されている場合は、その時刻を２時間経過した時刻）になっても到着しないときは、その宿泊契約は宿泊者により解除されたものとみなし処理することがあります。前項の規定により解除されたものとみなした場合において、宿泊者がその連絡をしないで到着しなかったことが列車、航空機等公共の運輸機関の不着又は遅延その他宿泊者の責に帰さない理由によるものであることを証明したときは、第２項の違約金はいただきません。
【当館の契約解除権】 第7条�. 当館は、次の場合には、宿泊契約を解除することができます。⑴　宿泊しようとする者が宿泊に関し、法令の規定、公の秩序若しくは善良の風俗に反する       行為をするおそれがあると認められるとき、又は同行為をしたと認められるとき。⑵　宿泊しようとする者が、次のイからハに該当すると認められるとき。 　イ)暴力団、暴力団員、暴力団準構成員又は暴力団関係 者その他の反社会的勢力　ロ)暴力団又は暴力団員が事業活動を支配する法人その他の団体であるとき　ハ)法人でその役員のうちに暴力団員に該当する者があるもの⑶　宿泊者が、他の宿泊者に著しい迷惑を及ぼす言動をしたとき。⑷　宿泊者が伝染病者であると明らかに認められるとき。⑸　宿泊に関し暴力的要求行為が行われ、又は合理的な範囲を超える負担を求められたとき。⑹　天災等不可抗力に起因する事由により宿泊させることができないとき。⑺　旅館業法施行条例（昭和32年神奈川県条例第64号）第四条各号に該当するとき。⑻　寝室での寝たばこ、消防用設備等に対するいたずら、その他当館が定める火災予防上必要　　な指示に従わないとき。
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【宿泊の登録】
宿泊者は、宿泊当日、当館の客室において次の事項を当館に登録して下さい。⑴　宿泊者の氏名、年令、性別、住所及び職業⑵　外国人にあっては、国籍、旅券番号、入国地及び入国年月日⑶　出発日及び出発予定時刻⑷　その他当館が必要と認める事項宿泊者が第１２条の料金の支払いを、旅行小切手、クーポン券、クレジットカード等通貨に代わり得る方法により行おうとするときは、あらかじめ、前項の登録時にそれらを呈示していただきます。 

⑼　第２条第１号各号の事項の申し出がなく、当館が、期限を定めて、これらの事項を申し　　出るように求めた場合に期限内に申し出がなかったとき。⑽　当館が指定する日までに第３条第２項の申込金の支払いがないとき。⑾　第１０条で定める利用規則に従わないとき。当館が前項の規定に基づいて宿泊契約を解除したときは、宿泊者がいまだ提供を受けていない宿泊サービス等の料金はいただきません。

第8条�.

�.

�.

【チェックインタイム・チェックアウトタイム】
宿泊者が当館の客室にお入り頂く時刻（チェックインタイム）は、午後３時とします。宿泊者が当館の客室をお空けいただく時刻（チェックアウトタイム）は、午前１１時とします。当館は、前項の規定にかかわらず、チェックアウトタイムを超えて客室の使用に応ずる場合があります。この場合には次に掲げる追加料金を申し受けます。なお、超過料金算定の基準となる宿泊料金は、基本宿泊料に消費税相当額を加算したものをいいます。⑴　超過３時間までは、１時間毎に宿泊料金の１０分の１⑵　超過６時間までは、宿泊料金の２分の１⑶　超過６時間以上は、宿泊料金の全額

第9条�.
�.

【営業時間】
当館の主な施設等の営業時間は備付けパンフレット、各所の掲示、客室内のサービスディレクトリー等で御案内いたします。前項の営業時間は、必要やむを得ない場合には臨時に変更することがあります。その場合には、適当な方法をもってお知らせします。

第11条       �.
�.

【料金の支払い】
宿泊者が支払うべき宿泊料金等の内訳は、別表第１に掲げるところによります。 前項の宿泊料金等の支払いは、通貨（日本円）又は当館が認めた旅行小切手、クーポン券、クレジットカード等これに代わり得る方法により、宿泊者の出発の際又は当館が請求した時、当館の玄関帳場（以下「フロントオフィス」といいます。）において行っていただきます。

第12条       �.�.

【利用規則の遵守】
宿泊者は、当館内において、当館が定めて当館内に提示した利用規則に従っていただきます。 第10条       
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【当館の責任】
当館は、宿泊契約及びこれに関連する契約の履行に当たり、又はそれらの不履行により宿泊者に損害を与えたときは、その損害を賠償します。ただし、それが当館の責めに帰すべき事由によるものでないときは、この限りではありません。 当館は、万一の火災等に対処するため、旅館賠償責任保険に加入しております。

第13条       �.

�.

当館が宿泊者に客室を提供し、使用が可能になった後、宿泊者が任意に宿泊しなかった場合においても宿泊料金は申し受けます。

【契約した客室の提供ができないときの取扱い】
当館の責に帰すべき理由により宿泊者に契約した客室の提供ができないときは、天災その他の理由により困難な場合を除き、宿泊者の了解を得て、できる限り同一又は類似の条件による他の宿泊施設を斡旋します。当館は、前項の規定にかかわらず他の宿泊施設のあっ旋ができないときは、違約金相当額の補償料を宿泊者に支払い、その補償料は損害賠償額に充当します。ただし、客室が提供できないことについて、当館の責めに帰すべき事由がないときは、補償料を支払いません。

第14条       �.

�.

�.

【寄託物等の取扱い】
宿泊者がフロントオフィスにお預けになった物品又は現金並びに貴重品について、滅失、毀損等の損害が生じたときは、それが、不可抗力である場合を除き、当館は、その損害を賠償します。ただし、現金及び貴重品については、当館がその種類及び価額の明告を求めた場合であって、宿泊者がそれを行わなかったときは、当館は１５万円を限度としてその損害を賠償します。宿泊者が、当館内にお持込みになった物品又は現金並びに貴重品であってフロントオフィスにお預けにならなかったものについて、当館の故意又は過失により滅失、毀損等の損害が生じたときは、当館は、その損害を賠償します。ただし、宿泊者からあらかじめ種類及び価額の明告のなかったものについては、当館に故意又は重大な過失がある場合を除き、１５万円を限度として当館はその損害を賠償します。 

第15条       �.

�.

【宿泊者の手荷物又は携帯品の保管】
宿泊者の手荷物が、宿泊に先立って当館に到着した場合は、その到着前に当館が了解したときに限って責任をもって保管し、宿泊者がフロントオフィスにおいてチェックインする際お渡しします。宿泊者がチェックアウトした後、宿泊者の手荷物又は携帯品が当館に置き忘れられていた場合において、その所有者が判明したときは、当館は、 当該所有者に連絡をするとともにその指示を求めるものとします。ただし、所有者の指示がない揚合又は所有者が判明しないときは、発見日を含め７日間保管し、その後最寄りの警察署に届けます。前２項の場合における宿泊者の手荷物又は携帯品の保管についての当館の責任は、第１項の場合にあっては前条第１項の規定に、前項の場合にあっては同条第２項の規定に準じるものとします。

第16条       �.

�.

�.
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【宿泊者の責任】
宿泊者の故意又は過失により当館が損害を被ったときは、当該宿泊者は当館に対し、その損害を賠償していただきます。

第18条       

【宿泊者の承諾事項】
当館において、宿泊者に対してサービスの提供及び安全性確保の観点から、当館が入室の必要があると判断した場合、事前の告知なく宿泊者の客室に入室を行う場合があります。

第19条       

【裁判管轄】
本約款に関する紛争または当館と宿泊者との間の紛争は、東京地方裁判所をもって第一審の専属的合意管轄裁判所とします

第20条       

別表第１　宿泊料金等の内訳（第２条第１項及び第１２条第１項関係）

宿泊者が支払うべき総額

備考　※　基本宿泊料は当館に掲示する料金表によります。

宿泊料金
追加料金
税金

内訳
①基本宿泊料（室料＋飲食代）②サービス料（①×10％）
③追加飲食（①に含まれるものを除く）④サービス料（④×10％）
イ 消費税ロ 入湯税

【言語】
本約款（利用規則等の細則を含む。）は日本語で作成され、日本語版が正本です。参考として翻訳版が作成される場合がありますが、その場合も日本語版が優先されます。

第21条       
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【駐車の責任】
宿泊者が当館の駐車場をご利用になる場合、車両のキーの寄託の如何にかかわらず、当館は場所をお貸しするものであって、車両の管理責任まで負うものではありません。ただし、駐車場の管理に当たり、当館の故意又は過失によって損害を与えたときは、その賠償の責めに任じます。 

第17条       



備考　※　％は、基本宿泊料に対する違約金の比率です。　　　　　　※　契約日数を短縮した場合は、その短縮日数にかかわりなく、１日分（初日）の違　　　　　約金を収受します。　　　※　団体客（１５名以上）の一部について契約の解除があった場合、宿泊の１０日前　　　　　（その日より後に申込みをお引き受けした場合にはそのお引き受けした日）に　　　　　おける宿泊人数の１０％（端数が出た場合には切り上げる。）にあたる人数につ　　　　　いては、違約金はいただきません。

契約解除の通告を受けた日 当日 前日 3日前 7日前
���% ��% ��% ��%違約金比率

別表第２　違約金（第６条第２項関係）
（１）当館に対する直接の電話又は当館ホームページでの申込みの場合

（２）（１）以外による申込みの場合は、当該申込み時に、当館または当館の委託する第三者　  （BOOKING.COM B.V.、EXPEDIA, INC.等のオンライン・トラベル・エージェント）が      提示した違約金の内容によるものとします。

宿泊約款
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At Gora Kadan, in accordance with Article 10 of the accommodation terms and
conditions, we have established the following rules to maintain the dignity of our 
establishment and to ensure that guests have a comfortable and safe stay. We ask 
for your cooperation in observing these rules.

Should you fail to cooperate with these rules, we may refuse your use of guest rooms
and other facilities within the hotel in accordance with Article 7, Section 1, Subsection
11 of the accommodation terms and conditions. Please note that the hotel cannot be
held responsible for any accidents resulting from guests' failure to cooperate with
these rules.

�.�.

�.

�.
�.�.
�.�.�.

��.
��.

Please do not smoke in places where fires are likely to occur, such as in beds.
Please do not engage in any activities that may cause fires in guest rooms. Also,
please do not use heating appliances, cooking appliances, or other heat
-generating devices such as irons.
The following items are prohibited from being brought into the hotel as they 
may cause inconvenience to other guests. However, item (a) is permitted when
using dog-friendly rooms or other cases where guests agree to follow the hotel's
designated usage rules and the hotel has given permission: 

(a) Dogs, cats, birds, and other animals (excluding service dogs such as guide
      dogs and assistance dogs for persons with disabilities)
(b) Gunpowder, gasoline, and other flammable or combustible materials
(c) Items that emit offensive odors
(d) Items of unreasonable size or quantity
(e) Firearms, bladed weapons, stimulant drugs, and other items prohibited by law
(f) Other items deemed to threaten the safety of other guests or hotel staff

Please do not use guest rooms for purposes other than accommodation and 
dining without the hotel's permission.
Please ensure that you lock your room when leaving during your stay.
Meetings with visitors are permitted only in designated areas of the hotel. 
Visits after 9:00 PM are not permitted.
Lost and found items will be handled in accordance with applicable laws.
Accommodation by minors only is not permitted without parental consent.
Please use the safe provided in your room or deposit valuables at the front desk
for safekeeping of cash and valuables during your stay. The hotel cannot accept
any responsibility for loss or theft.
Please do not leave personal belongings in hallways, lobbies, or other common
areas.
Please do not engage in gambling or conduct that disturbs public order within 
the hotel.

Hotel Rules
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Please do not engage in loud talking, singing, or other disruptive behavior that
may disturb other guests within the hotel.
Please refrain from using sleeping pills or other drugs in a manner that causes
inconvenience to other guests or the hotel.
We may refuse accommodation to guests with illnesses that may cause 
discomfort or inconvenience to other guests.
When using hotel facilities such as salons, lounges, and fitness facilities by 
signature, please be sure to present your room key.
Please do not use guest rooms or lobbies as offices or business premises.
Please do not distribute or post advertisements or sell goods within the hotel
without permission.
Please do not take photographs or videos for commercial purposes within the 
hotel or on hotel grounds without permission.
Please note that facility usage fees will be added when using the telephone 
from your guest room.
Please do not engage in gambling or other activities that disturb public order
or cause inconvenience to others.
Please observe the following when handling hotel facilities and equipment:
(a) Do not use for purposes other than their intended use
(b) Do not remove from hotel premises
(c) Do not move to other locations or modify
Actual costs will be charged for any damage, breakage, or loss of hotel facilities
and equipment, both inside and outside the hotel.
Please do not enter areas other than business facilities within the hotel without
permission, and do not force entry.
Please pay promptly when presented with bills from the front desk accounting
during your stay.
Please do not bring food and beverages into the hotel without permission or 
order delivery from outside establishments.
Except where permitted by the hotel, drone flights and drone photography on
hotel grounds are prohibited.
 

��.
��.
��.
��.
��.��.
��.
��.
��.
��.

��.
��.
��.
��.
��.
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Article 1 – Scope of Application

Article 2 – Application for Accommodation Contract

�.

�.

Contracts for accommodation and related agreements between the Facility and
guests shall be governed by the provisions of these Terms and Conditions. 
Matters not stipulated herein shall be governed by applicable laws and 
ordinances of Japan and/or generally established customs.
Notwithstanding the preceding paragraph, in cases where the Facility has 
agreed to a special contract that does not violate laws, ordinances, or customary
practices, such special contract shall take precedence.

�.

�.

A person applying for an accommodation contract with the Facility shall 
provide the following information:
(�) Guest’s name
(�) Date(s) of stay and estimated time of arrival
(�) Accommodation charges (in principle, based on the basic rates in Appendix �)
(�) Other matters deemed necessary by the Facility
If a guest requests to extend their stay beyond the date(s) in item (2) above
during their stay, such request shall be treated as a new application for an 
accommodation contract at the time the request is made.

Article 3 – Conclusion of the Accommodation Contract

�.

�.

�.

�.

The accommodation contract shall be deemed concluded when the Facility 
accepts the application as stipulated in the preceding article, unless the Facility
can prove it did not accept the application.
Upon conclusion of the accommodation contract, the guest shall pay a deposit
 (up to three days’ worth of accommodation charges) by the date designated by
 the Facility.
The deposit shall be applied toward the total accommodation charges ultimately
payable by the guest. In the event of cancellation as stipulated in Articles 6 and
18, the deposit shall be applied first to cancellation charges and then to 
compensation for damages, with any remaining balance refunded at check-out.
If the guest fails to pay the deposit by the designated date, the accommodation
contract shall become null and void. However, this only applies if the Facility 
has notified the guest of the deposit deadline.

Article 4 – Special Provisions Not Requiring a Deposit

�.
�.

Notwithstanding Article 3, Paragraph 2, the Facility may agree to waive the 
deposit requirement after the conclusion of the contract.
If the Facility does not request a deposit or fails to designate a deposit deadline
at the time of accepting the application, it shall be deemed that the Facility has
agreed to waive the deposit requirement.

Terms and Conditions for Accommodation
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Article 5 – Refusal to Conclude an Accommodation Contract

(�) When the application for accommodation does not comply with these Terms 
     and Conditions.
(�) When there is no room available due to full occupancy.
(�) When the applicant is deemed likely to engage in conduct that contravenes 
     laws or regulations, public order, or good morals in connection with the 
     accommodation.
(�) When the applicant is recognized as:
     - A member of an organized crime group as defined in the Act on Prevention
       of Unjust Acts by Organized Crime Group Members (Act No. 77 of 1991),
     - An associate member or related person of such group, or any other antisocial
       force,
     - An organization or corporation controlled by such groups or members,
     - A corporation with officers who are members of such groups.
(�) When the applicant is deemed likely to cause significant disturbance to other
     guests.
(�) When the applicant is clearly identified as having a contagious disease.
(�) When the applicant makes violent demands or requests an unreasonable burden.
(�) When accommodation is not possible due to natural disasters, facility 
     malfunctions, or other unavoidable circumstances.
(�) When the applicant falls under any of the categories listed in Article 4 of the
     Kanagawa Prefectural Ordinance for Enforcement of the Hotel Business Act.

The Facility may refuse to conclude an accommodation contract under the 
following circumstances:

Article 6 – Guest’s Right to Cancel the Contract

�.�.

�.

�.

�.

The guest may cancel the accommodation contract by notifying the Facility.
If the guest cancels all or part of the contract (excluding cases where 
cancellation occurs before payment of the deposit under Article 3, Paragraph 2), 
a cancellation fee will be charged in accordance with Appendix 2.
If the Facility has agreed to a special provision under Article
Paragraph 1, and has notified the guest of the cancellation fee, such fee shall 
apply.
If the guest fails to arrive by 8:00 PM on the scheduled check-in date (or two 
hours after the scheduled arrival time, if specified), without prior notice, the 
contract may be deemed cancelled by the guest.
If the guest proves that failure to arrive was due to reasons not attributable to
them (e.g., delays in public transportation), no cancellation fee will be charged.

Terms and Conditions for Accommodation
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(�) Name, age, gender, address, and occupation
(�) For foreign nationals: nationality, passport number, place and date of entry 
     into Japan
(�) Date and time of departure
(�) Other matters deemed necessary by the Facility
If payment is to be made using traveler's checks, coupons, credit cards, or other 
non-cash methods, such instruments shall be presented at registration.

Guests shall register the following information at the Front Desk on the day of 
arrival:

Article 7 – Right of the Facility to Cancel the Contract

The Facility may cancel the accommodation contract under the following 
circumstances:
(�) When the guest is likely to or has committed acts that violate laws, public order,
     or good morals.
(�) When the guest is recognized as being affiliated with antisocial forces as
     defined in Article 5.
(�) When the guest has caused significant disturbance to other guests.
(�) When the guest is clearly identified as having a contagious disease.
(�) When the guest makes violent demands or requests an unreasonable burden.
(�) When accommodation becomes impossible due to natural disasters or other 
     force majeure events.
(�) When the guest falls under any of the categories in Article 4 of the Kanagawa
     Prefectural Ordinance.
(�) When the guest smokes in bed, tampers with fire safety equipment, or fails to
     follow fire prevention rules set by the Facility.
(�) When the guest fails to provide the required information in Article 2 by the 
     deadline set by the Facility.
(��) When the guest fails to pay the deposit by the deadline specified in Article 3, 
       Paragraph 2.
(��) When the guest fails to comply with the Facility's house rules under Article 10.
      In such cases, the Facility will not charge for services not yet provided.

Article 9 – Check-in and Check-out Times

Article 8 – Registration of Accommodation

Terms and Conditions for Accommodation
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�.�.  Check-in time is from 3:00 PM, and check-out time is until 11:00 AM.
 If the guest uses the room beyond the check-out time, the following additional
 charges apply (based on the basic accommodation charge including
 consumption tax):
(�) Up to 3 hours: 10% of the accommodation charge per hour
(�) Up to 6 hours: 50% of the accommodation charge
(�) More than 6 hours: full accommodation charge
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Article 10 – Compliance with Rules of Use

Guests shall comply with the rules of use established and posted by the Facility
within its premises.

Article 13 – Responsibilities of the Facility

�.

�.

�.�.

�.

The Facility shall compensate the guest for any damage incurred due to the 
non-fulfillment of the accommodation contract or related agreements, except
in cases not attributable to the Facility.
To ensure preparedness against fire and other emergencies, the Facility carries
innkeeper's liability insurance.

Article 14 – Handling When Contracted Rooms Cannot Be Provided

�.

�.

If the Facility cannot provide the contracted room due to reasons attributable
to itself, it shall, unless not feasible due to natural disasters or other 
unavoidable causes, obtain the guest’s consent and arrange alternative 
accommodations with similar or equivalent conditions.
If no alternative arrangements can be made, the Facility shall compensate the
guest with an amount equivalent to the cancellation charge, which will be 
applied to damages. However, no compensation will be paid if the inability to
provide accommodation is not attributable to the Facility.

Article 11 – Business Hours

�.
�.

The business hours of main facilities shall be as indicated in brochures, on 
notices throughout the Facility, or in the in-room service directory.
Business hours are subject to temporary changes due to unavoidable 
circumstances, in which case guests will be notified by appropriate means.

Article 12 – Payment of Charges

The breakdown of charges payable by the guest is set forth in Appendix 1.
Payment of the above charges shall be made in Japanese yen, or by traveler's
checks, coupons, credit cards, or other methods accepted by the Facility, at 
the front desk at the time of departure or upon request by the Facility.
Even if the guest voluntarily does not stay in the room after it has been made
available, the accommodation charge shall be payable.

Terms and Conditions for Accommodation



- � -

The Facility shall compensate for any loss, damage, or similar incidents 
involving guests' items, cash, or valuables deposited at the front desk, unless
such loss is due to force majeure. However, for cash or valuables, if the Facility
has requested a declaration of the type and value and the guest has not 
complied, the compensation shall be limited to 150,000 yen.
For items brought into the Facility by the guest but not deposited at the front
desk, the Facility shall be liable only if the loss or damage was caused by intent
or negligence on the part of the Facility. If the type and value of the item were
not declared in advance, the Facility shall compensate up to 150,000 yen, 
unless it is proven that the Facility acted with intent or gross negligence.

When guest baggage arrives at the Facility prior to the stay, the Facility shall
store it with due care only if it has agreed to receive the baggage in advance. 
It will be handed to the guest upon check-in at the front desk.
In the event guest baggage or personal belongings are left behind after check-
out and the owner is identified, the Facility shall contact the owner and seek 
further instructions. If no instructions are received, or if the owner cannot be 
identified, the items will be stored for seven days including the day of 
discovery and then handed over to the nearest police station.
The Facility's responsibility regarding the custody of guest belongings shall
conform to the provisions of Article 15, Paragraph 1 for Paragraph 1 of this 
article, and Paragraph 2 for Paragraph 2.

The Facility offers parking space to guests, but shall not be liable for the custody
or security of the vehicle, regardless of whether the keys are deposited. However, 
the Facility shall be liable for damages resulting from willful misconduct or 
negligence in the management of the parking area.

If the Facility suffers damage due to the intent or negligence of the guest, the 
guest shall compensate the Facility for the incurred damages.

�.

�.

�.

�.

�.

Article 15 – Handling of Deposited Articles

Article 16 – Custody of Guest Baggage and Belongings

Article 17 – Parking Liability

Article 18 – Guest Liability
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For the purpose of providing services or ensuring safety, the Facility may enter the
guest's room without prior notice if deemed necessary.

Any disputes arising from or in connection with these Terms and Conditions, or 
between the Facility and the guest, shall fall under the exclusive jurisdiction of the
Tokyo District Court as the court of first instance.

These Terms and Conditions (including detailed rules of use) are prepared in 
Japanese, which shall be the official version. Translations into other languages are
provided for reference only, and the Japanese version shall prevail in case of any
discrepancy.

Accommodation Charges
·Basic rate (room rate + meals)
·Service charge (10% of the above)

Additional Charges
·Additional meals and other items not included in the above
·Service charge (10% of the additional charges)

Taxes
·Consumption tax
·Bathing tax

Note: Basic rates shall be based on the Facility’s posted rate table.

�.

�.

�.

Total Charges Payable by Guest:

Appendix 1 – Breakdown of Accommodation Charges

Article 19 – Entry into Guest Rooms
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Article 21 – Language

Article 20 – Jurisdiction
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Note: 

Same day
1 day prior
3 day prior
7 day prior

100% of basic rate
70% of basic rate
50% of basic rate
20% of basic rate

(�) For direct reservations (by phone or through the Facility’s website):

(�) For other types of reservations:

Cancellation policies presented by the Facility or its designated third-party 
agents (e.g., Booking.com, Expedia) at the time of booking shall apply.

Appendix 2 – Cancellation Charges

Notice of Cancellation Given Cancellation Fee

· If the length of stay is shortened, a cancellation fee equal to one night’s charge
   (first night) will be collected regardless of the number of nights shortened.
· For group bookings (15 people or more), cancellation charges will not apply
  for up to 10% of the number of reserved guests, if canceled 10 days before the
  stay (rounded up; applies only if the reservation was accepted before that date).

Terms and Conditions for Accommodation


